
内科学総論

（1）　内科診断学

診断の手順

1）問診：主訴（患者が訴えている主な症状）
軒既往歴（いままでにかかった病気や受けた手術、輸血場外旅行の有無など）

生活歴（生活習慣、喫煙や飲酒などの有無、職業など）

家族歴（親、兄弟、子供の疾病）

現病歴（主訴・症状がおこってきた経過・・・Who、When、Where、What、Why、Hdw）
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・感染性、環境性、遺伝性疾患等の診断に重要な情報が得られる

・特徴的な硯病歴から診断が推定できる

2）身体所見：視診、触診、打診、聴診

全身所見： バイタルサイン（意識、呼吸、脈拍、血圧、体温）
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栄養状態（身長、体重）、皮膚、リンパ節 動巨定巧相律

／／／対内雄樟

局所所見：　頭頚部（頭部、汲、耳、鼻、口腔・舌、甲状腺、リンパ節）

丸紅諭■・1∵、・んド・
－′い・・1卜・・・fl T′．

J／

躯パ伸雄牒礁現膚膚’！…

胸部（心臓、肺、胸郭）

腹部（胃十二指腸、腸管、肝、胆、膵、牌）
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神経学的所見

3）一般検査：　血液生化学検査
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心電図検査

4）特殊検査：症状や一般検査の結果に応じて行い、診断を確定する0

画像診断：　透視検査

内視鏡検査
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CT検査を韓師線描√最

MRI検査恒一転㍉㌻章一　弓巨

血管造影検査
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病理検査：細胞診、生検　　　　　　紅潮庸雄翫細粒轟細熟
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